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山本知仁

北陸3県の市町村のクラスタリングと
主成分分析の結果
• 現在、地域行政に関わるデータは様々な形でオープンに公開されており、これらのデータとデー
タサイエンス的なアプローチを用いて、今後の地域の在り方が、行政に関わる方々だけではなく、
広く市民で行われつつある

• ここでは、北陸3県の各市町村に関する下記のメジャーなデータを用い、各市町村の特徴を明確
にするために、重要な要素で主成分分析を行うと共に、K-means法でクラスタリングを行った

• 面積、人口、財政力指数、職員数

• 主成分分析を用いることで、多くの変数を関
連が高い少ない変数にまとめることができ、
多数あるデータを直感的に理解しやすくなる

• クラスタリングを行うことで、似たような特
徴を持っている要素をグループ化することが
できる
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主成分分析の結果
• 第2主成分までで、寄与率が90％となっており各市町村の特徴を説明する際に、少ない変
数でも十分である可能性がある

• 第1主成分は市町の大きさを表現している
• 第2主成分は財政力を表現している

クラスタリングの結果
• クラスタリング数は、解析の中で試行錯誤的に決めるが、
下記の結果はクラスタリング数が8の場合となっている

• 市町の規模と財政の余裕さで程よくクラスタリングされ
る

• 都市の中心から離れた小規模市町村は財政的に厳しいこ
とが伺える
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参考

•他のクラスタリング数の場合



2026/1/8

4

クラスタリング数：5

クラスタリング数：6
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クラスタリング数：7

クラスタリング数：９
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クラスタリング数：10


